
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

松前町は令和 42 年に 25,000 人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,554 人     
女性   16,095 人    
合計   30,649 人    
世帯   13,593 世帯

( － 6）
( － 2）
( － 8）
( － 4）

人の動き
 （R2.8.31現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   11 月 2 日🈷 口座振替  10 月 26 日🈷

町 県 民 税（ 普 通 徴 収 ） 　 　　            　       第 3 期
国 民 健 康 保 険 税（ 普 通 徴 収 ）　      　  第 4 期 
介 護 保 険 料（ 普 通 徴 収 ）　　　　    　  第 4 期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料（ 普 通 徴 収 ）  第 4 期

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

家 族 の き ず な

◦ PROFILE
やまだ・ともかず　会社員。壁一面が本棚になるほどの漫画好き。
　高校時代は強豪校で活躍するなどサッカーが得意　大洲市出身
やまだ・さおり　主婦。パンやタルトをつくるのが趣味。時間を決
　めて集中するなど効率よく家事をこなす方法を研究中　愛知県出身
やまだ・まひろ　未確認生物や想像上の生き物を描くのが好き。得
　意な工作は、作り方を自分で調べるなど研究熱心　小 1
やまだ・みひろ　ドラゴンボールに夢中。戦いごっこが大好き　3 歳

Shining person in Masaki
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　北黒田に住む山田さんファミリー。休日にはサッカーをした
り、近所の海で砂遊びをしたりして楽しむ仲良し家族です。
　飾るための専用部屋があるほど、ガンダムのプラモデル作り
が好きだという朋和さん。ただ組み立てるだけではなく、プラス
チックを削ったり継ぎ足したりしながらアレンジを加え、オリジナ
ル作品に仕上げていきます。一緒に作るのは、工作好きの真榮く
ん。ナイフを使うような危ないところは朋和さん、説明書を見な
がら組み立てるのは真榮くんと親子2 人の楽しい共同作業です。
　そんな 2 人が、「料理上手なところが大好き」とたたえる紗央
里さんも、手先が器用で絵を描くことが得意。ドラゴンボールの
絵を描くと、海榮くんがその紙を握りしめて喜ぶなど大好評で
す。真榮くんも負けてはいません。夏休みには、足の爪まで細か
く特徴を捉えた恐竜図鑑を手作り。何でもお兄ちゃんの真似を
する海榮くんも一緒に挑戦し、兄弟でその腕を磨いています。
　真榮くんが、「泊まりで行ったレオマワールドが楽しかった」と
目を輝かせるように、また旅行に行きたいと話す山田さんファミ
リー。これからも、家族4人でいろんな初めてを楽しんでいきます。
　次回は、紗央里さんと真榮くんのお友達、奥田真理さん、冬
芽くん＝宗意原＝ファミリーをご紹介します。

山田朋和さん  紗央里さん  真榮くん  海榮くん
（北黒田）

金婚式を迎えた夫婦を紹介
50 年  とこれから
私たちの

（写真左から）

平井  貢 さん   Hirai  Mitsugu

平井  章能 さん   Hirai  Akino

Kids
頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!
「あいさつ運動でみんなを元気に」

（写真左から） 
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　北伊予小学校 6 年生の 5人は、校内イベントの企画・運営な
どを行う運営委員会のメンバー。毎月の強調週間、朝のあいさ
つ運動に取り組んでいます。
　「朝が早いので少し大変です」と笑うのは、活動日にはいつも
5 時半に起きるという稲垣陽向さん。それでも、林朱音さんが、

「大きな声であいさつすると朝から元気になれます」と話すよう
に、5人はいつも元気いっぱいに活動しています。初めは大きい
声を出すのが苦手だったという白石心里さんも、「あいさつを返
してくれるのがうれしくて、だんだん自分から声を出せるように
なった」とほほ笑みます。
　この運動で加藤衣織さんが心掛けているのは、「笑顔で声掛

けをして、相手があいさつを返しやすい雰囲気をつくる」
こと。「おかげで、今まであまり知らなかった子とも仲良く
なれた」と峯本美来さんが喜ぶように、あいさつに込め
た気持ちは、ほかの児童にもしっかり伝わっています。
　明るい声で周囲を元気にしている5人ですが、反対に、

「みんなのあいさつが元気をくれる」と声をそろえます。
お互いを元気にしながら、学校全体に広がっていくあい
さつの輪。北伊予っ子の1日は、今日も明るいあいさつ
でスタートします。

　「お互い元気で迎えられて何よりです」とほほ笑むのは、結
婚 50 年の節目を迎えた平井さん夫婦＝昌農内＝。3人の子ど
もと7人の孫に恵まれ、毎年盆と正月には総勢15人が集まるな
ど、にぎやかに楽しく暮らしています。
　高等学校の教員だった貢さんの最初の赴任校で出会い、職
場結婚をした 2 人。章能さんが、「どんなに忙しくても、子ども
とよく遊んでくれた」とたたえるように、貢さんは、「帰宅後10
分間は必ず遊ぶよう心掛けていた。子どもを満足させること
が、子育ての秘訣です」と笑います。
　一方結婚を機に退職し、子育てに専念したという章能さん。
末っ子の大学進学後というタイミングもあり、貢さんの転勤は全て
夫婦一緒に―。7回に渡る転勤も、「地域に受け入れてもらって楽
しかった」と話す朗らかな章能さんに対し、貢さんは、「電気が点い
ている家に帰ると温かみがあった」と感謝の気持ちを話します。
　週に1回囲碁を習いに行くという貢さんに、パッチワークなどの
手芸が得意な章能さん。「コロナ禍が終息したら、イタリア旅行に
行きたい」と口をそろえる2人は、これからも趣味を楽しみながら、
仲良く人生を歩んでいきます。

memo
　本年度、町内で金婚式を迎えた 35 組のご夫婦うち、
22 組が表彰式に出席しました。おめでとうございます。
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